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AsPergillus　 restrictus の ア レ ル ゲ ン と して の 意義
一AsPergillZtS　fumigatttSとの 共通 ア レ ル ゲ ン 性に 関す る検討
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　好稠性 真菌 の Asρergi〃us　restricutus は室内環境中 に 多数分布 して い る ．以前 ， 著者 ら は 皮膚プ リ ッ ク

試験 と radioallergosorbent 　 test （RAST ）の 結 果 か ら，　 A．　restrictus の ア レ ル ゲ ン 性 が Asρergil’us

fumig∂tusに 匹敵 す る 可能性が あ る こ と を 明 ら か に し た．本研究 で は，　 RAST 抑制試験 を用 い て ，　 A．
restrictus の A．　fumig∂tus と の 共通 ア レ ル ゲ ン 性 の 程度 を調 べ ，　A．　restrictus の ア レ ル ゲ ン と し て の 意義

を検討 した．こ れ らの 真菌 に RAST 陽性 を 示 す 血清 を プー
ル し て 用 い る と，M40Y 液体培地 で 3 週 間 培

養 し て 得 ら れ た ，株 の 異 な る 2 種 類 の A．restrictus 菌体抗原 は A．　fumigatus　RAST （YNB 液体培地で

3 週間培養 し て 得 ら れ た 菌体抗 原 を使 用 ）を80％以 上 抑制 した．そ し て，A，　fumigatus抗 原 は 2 菌株 の

A．restrictus 　RAST を約 ア5％抑制 した ．ま た
， 血清を 個 々 に 用 い た 場合， 8 例 の うち 5例 で ， 2種類 の

Arestrictus 抗原 が い ず れ も Afumigatus 　 RAST を60％以 上 抑制 し た．こ れ ら の 結果 は，11例 の A ．
fumig ∂tus　RAST 陽性 血清 の うち 9 例 が 2 種類 の Arestrictusに も RAST 陽性 で あ っ た こ と と と も に

，

A ．restrictus と A．　fumigatus間 に 共通 ア レ ル ゲ ン 性 が 存在 す る こ と ， そ して ， こ の 共通ア レ ル ゲ ン 成分

に は A．fumigatUSの 主要 ア レ ル ゲ ン の
一

部 が 含 まれ て い る可能性 が あ る こ と を示 して い る ．
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　好稠性真菌検出用培地 を用 い た 室内塵中 の 真菌分布

調査
1）−4）

に よ り，ASPergillus　restrictus カミ優勢室内真菌

で ある こ とが 見 い だ され た．そ し て，著者 ら
5，は 喘息児

に お け る A ．restrictzas の 皮膚プ リ ッ ク 試験 と rad 三〇al−

1ergosorbent　test （RAST ） の 陽性率が Aspergil／z｛s

fumigatusに 匹敵す る こ とを明 らか に した．また ， 両者

の RAST 値 に 有意な相関を 見 い 出 し，共通 ア レ ル ゲ ソ

性が存在す る可能性 を示唆 した ．

　近年 ，共 通 ア レ ル ゲ ン 性 を有す る真菌 の 組 み 合 わ せ

が多数報告 され て い る 6）”13〕．こ の こ とは ，共通 ア レ ル

ゲ ン 成 分に 感作 され た 患者 に 対 し て ，複数 の 真菌 が ア

レ ル ギ ー症状を引ぎ起 こ す可 能性 があ る こ とを意味 し

Received； May 　7，1991

Accepted：　July　31，1991
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sulfate −pelyacry旦am 孟de　ge正electrophoresis

て い る．した が っ て，種 々 の 真菌抗原間 の 特異性 と共

通 ア レ ル ゲ ン 性 の 程度を明ら か に する こ とは ，環境中

の 真菌 と ア レ ル ギ ー症状 と の 因果関係を解明す る うえ

で 重要 な意義を持 つ と 考 え られ る．そ こ で ，本研究 で

は ．4．restrictus の A ．　fumigatzasとの 共通 ア レ ル ゲ ソ

性 の 程度を RAST 抑 制試験 を 用 い て 調 べ ，　 A ．　 res−

trictttSの ア レ ル ゲ ン として の 役割を検 討 し た．

対象と方法

　 L 抗原の 作製

　（1） ASPergillttS郷 ’沈 伽s 抗原

　A ．restn
’
cttcs　OO2な ら び に 004 （神戸市環境保健研究

所保存株）の 胞 子を M40Y 液体培地 （組成 ：麦芽 エ キ

ス 2Gg〃 ， 酵母 エ キ ス 5gfl，蔗糖400g〃）に 接種 し，25℃

で 3 週間静置培養 し た ．減圧濾過 に よ り ， glass　filter

を 通 し て 菌体 を 採取 し
， 蒸留 水 で 十 分洗 浄 し た 後 ，

ethyl 　ether で 脱脂 し た ．こ の 菌体を 4 ℃ の Coca 抽出

液 （比 率 1 ：10W ／V ）に 浮遊 し，　 polytron　homogen 一
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し

izer（Kinematica ，
　 Switzerland）を用 い て 5 分間，間

歇的に homogenizeし た．そ して ，こ の 懸濁液 を 4 ℃ ，

72時 間 ，
stirrer で 緩徐 に 攪拌 し ， 遠 心 分離（10000 × g，

4DC，30min）後 ， 上清を 4 ℃ の 蒸留水 で
一晩透析 した ．

次 に
， pore 　size 　O．45μm の membrane 　filter（Millipor−

e ，
Mass ．）で濾過 し ， 凍結 乾燥後，使用時ま で

一20℃

で 保存 し た．

　（2）AsPergiglus　fumigatt｛s 抗原

　A ．fumigatZtS　NUMIIO17 （名古屋大学医学部病態制

御研究施設医真菌研究部 門保存株） の 菌体抗原を用 い

た が，抗原 の 作製は す で に 報告 した方法
12レ

に 従 っ た．

　2．蛋白量 の 測定

　真菌抗原中の 蛋白含量 は Bio−Rad　protein　assay 　kit

（Bio−Rad 　Laboratories，　 Calif．） を 用 い て 測定 し た．

　3．Sodium　 dodecyl　 sulfate ・polyacrylamide 　 gel

electrophoresis （SDS −PAGE ）

　 Laemmh 且4，が報告 した SDS −PAGE に よ り， 14 ，　 res −

tn
’
ctπ s　002，004お よ び A ，fumigat” s 抗原 に 含ま れ る蛋

白の分離を試み た．試料 は，蛋 白濃度が 2mg ／ml と な る

よ う抗原 を蒸留 水 に 溶 解 し ， 同量 の sample 　buffer

（0．0625M 　Tris・HCI　buffer，　pH 　6．8 ； 2 ％ SDS ；20％

glycerol；2 ％　2・mercaptoethanol ； bromophenol

blue）を加 え た後 ， 5 分間煮沸 して 作製 した ．そ し て ，

こ の 試料 は 50μ1／1aneずっ 用 い られ た ．　 slab 　gel は se −

parating 　ge1 中に 14％ acrylamide を含む Tefco　gel

（TEF 　Corporation，　Japan）を使用 し た．泳動後 ，

Coomassie　 brilliant　 blue （Sigma　 Chemical　 Com ・

pany ，　Mo 、）で ，　gel 中 の 蛋 白バ ン ドを 検出した ．ま た ，

蛋 白 の 分 子 量 マ
ー

カ
ーと し て MW −SDS −70L 　kit

（Sigma　Chemical　Company ，　 Mo ．）に 含ま れ る次の 7

種 の 蛋白を 用 い た ：α
一lactalbumin（分子 量 14200 ），

trypsin　inhibitor　（soybean ，　20100），　trypsinogen

（24000），　carbonic 　　anhydrase 　　（29000），　glycer・

aldehyde ・3・phosphate 　dehydrogenase （36000），　albu −

min （egg ，45000），
　 albumin （bovine，66000）．

　 4．対 象血 清

　 A ．fumigattcs特異 lgE抗体 を有す る喘息患者血 清

11検体（Table　1）を用 い た ．　 A ．　fumigatus特 異 lgE 抗

体 は
， す で に 報告 し た ポ リ 塩化 ビ ニ ール マ イ ク ロ プ

レ ートを 固相 と し た RA9．　Ti2）で 測定 し ， 非 ア ト ピー患

者64名 か ら得た 血 清の 平均 RAST 値 よ り も2　 stan ・

dard　deviations（SD ） 以 上 大 きい 場合 を RAST 陽性

と判定 し た．

　 5．A ，　 restrictus 　ig異 IgE 抗体の 測定

　A ．　fumigatusと 同様，ポ リ 塩化 ビ ニ
ー

ル マ イ ク ロ プ

レ ー
ト を固相 と し た RAST を用 い て 測定 した ．な お，

固相抗原 の 蛋 白濃度 は 50μ g／m1 と し，血清希釈は 4倍

と した ．また ，対象患者血清と年齢 を
一…ikさせ た 同数

の 非 ア ト ピ ー患者血清を対照群 と して 用 い ，これ ら の

平均 RAST 値 よ り も 2SD 以 上 大 ぎ い 場 合 を RASr1
’

陽性 と判定 した ．

　6．RAST 抑制試験

　A，fumigatusと A ．　restrictz｛s に RAST 陽性 を示す

血 清 （case 　1，2， 3， 5，6）を等量ず つ 混ぜ合わ せ て

プ ー
ル 血清 を作製 し た 。次 に 各種 抗原 を蛋 白濃 度 が

0．8，　1．6，　3．2，　6，　12，　24，　50，　100，　200，　400μ g／ml

と な る よ うO．01M　phosphate 　buffered　saline （pH

7．2，PBS ）に 溶解し た．そ して ，プ ー
ル 血 清を こ の 抗

原溶液で 4 倍 に 希 釈 した後， 4 ℃ ，18時間静置 し
，

RAST 値を測定し た ．また，蛋 白濃度 が 200μg／ml の

A ，昭 s画 伽 sOO2 ，
004お よ び A ．fumigatusの 抗原 溶液

で 個 々 の 血 清 （case 　1〜8）を 4 倍 に 希釈 し， 4 ℃ ，18

時間静置後，
A ．fumigatttS　RAST を 行 っ た．　RAST 抑

制率 は 抗原 を添加 し な い RAST 値 に 対 す る抗原添加

に よ り減じ た RAST 値 の 百分率 と し て 表 した ．

結　果

　1．蛋白含量 な らび に SDS −PAGE

　抗原 の 蛋 白含量 は ．4． 欝召5擁 6 ’峪 　002が 10．6％ ， A ．

restrictus 　OO4が 13 ユ ％，　 A ，　fumigattcsが 8．3％ で あ っ

た ，

　Fig．1 に 示す よ うに ，　 SDS −PAGE に よ り 分離 さ れ

た 蛋 白 バ ソ ドの 数bt　A ．γθs魏 o嬬 002が18本，　 A ．　 res 一

誘 6’粥 004が 16本 ，A ．　formigatusが 7本 で あ っ た． こ

れ に 加え て ，A ．　restn
’
ctt｛s　OO4と A ．　fumigatusの lane

に は 広 い 範囲 に わ た っ て 淡 く均
一

に 染ま っ た 部 分が認

め ら れ ， それ は前者で は 分子量41200 〜57400，お よ び

14700 か ら 以下，後者 で は分子量66500か ら以下 に 位置

し て い た ．また， 2菌株 （strain ）の A ．　restrictus に は

6種類 の 蛋白バ ン ド （分子量30000， 35600， 36900，

44000，69000，
74300）が共通 し て 検 出さ れ た が，A．

restrictus と A ，　fumigatt｛s に は共通 の 蛋白バ ソ ドは 認

め られ な か っ た ．

　 2．RAST

　A ．fumigatusお よ び Arestn
’
ctzag　 RAST に つ い て

血清希釈試験，RAST 抑制試験 を行 っ た が，　 Fig．2，

1
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 Fig. 1. SDS-PAGE  of three fungal extracts

after  staining  with  Coomassie brilliant blue, Lane  1,

A, famigattes;lane 2, A
restrictus O04,

Table

. restn'cttss O02;lane 3, A,

1 Results of  RAST  to A. .fitmigzztbls and  two

strains  of A, restn'ctus  of  all subjects

RASTvalue(cpm)

CaseAge(yr)A.fumigattcs A,restn'ctus

Straine02StrainO04

121 1808. 1228* 902.

214 723- 575, 82I-

317 623. 551, 504i

414 478. 123 115

58 408. 587i 673i

622 295. 199+ 205.

715 232. 697* 398.

815 224. l95. 207.

910 180. 229. 312.
1014 175* 416. 437.

1111 171. 139 175.

(iCOPO:)

]800
600

400

200

 oaoo

600

400

200

o

A

 RAST  values  over  the mean  plus 2SD  of  nonatopic

controls  were  determined as  positive and  are  indicated by
'
 in this table, The  lowest RAST  value  defined as  positive

was  146cpm  in A, ]itmigzrttts RAST,  160cpm in A. res-

tn'cttcs O02 RAST,  and  134cpm in A, restrictvcs  O04 RAST.

Tetal count  was  approximately  20000cpm per  well  in

each  RAST.

I 2 4 S 16 32  64 128
          Serurn  dilutioms

600
   1 c

400

200

ol248
 16 32 64 12e
Serum  diluLions

 Fig, 2, EffectofserumdilutionsforRASTtoA.

.fumigutzas
 (A) and  A. restn'cttts  strain  O02 (B) and

O04 (C) using  polyvinyl chloride  microplate  as  a

solid-phase  sorbent.  A  serum  pool prepared  from
five asthmatic  patients with  highly positive RAST
to  solid-phase  antigen  was  serially  di]uted, ranging

from 1:2  to 1: 128 (O). Sera obtained  from four
nonatopics  were  used  as  a  control,  the RAST  val･

ues  of  which  were  shown  as  mean ± SD  ( i ), Total
count  was  approximately  20000 cpm  per  well  in
each'  RAST.
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●

■　
．

Fig．4 に 示す ご と くい ずれ も固相抗原 と結合 した IgE

抗体を特異的 に 検出 し て い る と考 えられ た ．

　11例 の A ，fumigatZtS　RAST 陽性 血 清 が 示す A ．　 res ・

tlictus　OO2，004　RAST の 陽 性率 は それぞ 2t81．8％，

90．9％で あ っ た （Table　 1）．ま た ，　 A ．　restrictus の 菌

株間，ならび に こ れ ら と A ，fumigat”s の RAST 値 の

A ．restrictus　OO2 （（pn ）

1500

1125

750

375

0 500

A．　restrictus 　OO4　〔CPS ）

　 1000

750

5DO

250

1000　　　　　　 1500　　　　　　 20DO

　　 ハ．fum＠∂ω 5　（cpm ）

0 500

A・restrict “s　 OO4 （σpsV

IOOO

ゴ50

500

250

1000 　　　　　　　エ500 　　　　　　　2000

　　A．　f【imigatus 　（cpn1 ）

　 　 　 0　　　　　　　　　375 　　　　　　　　750　　　　　　　1125　　　　　　　1500

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ん restrictus 　 OO2 〔cpm ｝

　 Fig．3．　 Correlation　between　RAST 　values 　of ∠1．

ノitmigattts　 and 　 two　 strains 　 of 　 A ．解 s師 o伽 s．　 The
number 　 of 　sublects ，　 which 　showed 　positive　RAST
to　A ．ノbUmigatus，　 was 　11、　Dotted　line　represents 　the

lowest　RAST 　value 　defined　as 　positive．　Signi丘cance

is　indicated　by ’p＜ 0，05，　
” p く 0．01．

間に は有意な相関が み られ た （Fig，3）．

　 3．RAST 抑制試験

　 Fig．4 に 示す ご とく，∠4，fumigatttS　RAST 　etfi大濃

度 の A ．昭 ∫師 o’繝 002，004に よ り そ れ ぞ れ 86．6％，

81．3％抑制 され た ，また A ，fumigatz｛s に よ る抑制率は

87．9％で あ っ た，A ，　restrictus　OO2　RAST は，　A ．伽 規 ’−

gatusに よ り74 ．7％抑制 さ れ ，
　A ．　restn

’
cttcs　002， 004の

口

OH

”

爿

ρ
州

＝

q一
　

岬

口

Od

ρ

刺

n冖
H
幽

瑁一
　

岬

口

OH

ρ
H

ρ
咽

二

ロ一
　

即

100

75

5G

25

10G

75

50

25

loo

75

50

25

0 　　0r2 　0．4 　0．8　 1幽53 　　　6　　12．5　25　　50　　100

エnhibit 二〇 r 　｛μ9／ml ）

0　　0．2　0幽4 　0．9　1．53 　　6　　12．5　25 　　50　 iOO

Inhibitor 　（μg／m1 ）

　 　 O 　　O．2　0。4　0．8　L5 　 3　　6　　12．525 　　50　100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1nhibitDr 　｛P9 ／ml ）

　Fig．4．　 Inhibitions　 of 　 RAST 　to　 A ．ノhamigatus

（A ），and 　A ．解 s師 6’躑 strain 　OO2 （B）and 　OO4 （C）．

Three 　fungal　 extracts （o ，　A ．ノ
’

umigatus ；
ロ ．，　A ．

restn
’
ctus 　OO2 ；　△ ，／互．　restn

’
cttcs　OO4）　and 　bovine

serum 　 albumin 　（● ，　 Sigma 　 Chemical 　 Company ，

Mo ．） were 　used 　 as 　an 　inhibiting　 antigen ．

物　，
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　 （cpm ）

looe

800

600

400

200

0

400

200

0

Case 　 1Case 　2　　　Cas ∈…　3　　　Case 　4

　　　　　　　　　』［贐
Case 　5　　　 Case 　6　　　 Case 　7　　　　Case 　8

　Fig，5、　Inhibitions　oL4 ．　f”migattts
’RAST 　using

individual　sera 〔case 　1〜8）with 　positive　RAST 　to

AfamigatzLs ．　Open　columns 　indicate　RAST 　values

uninhibited ，　Solid　 columns 　 and 　two 　kinds　 of 　 stip −

pled　ones （翻，閣） represent 　RAST 　values 　inhib−

ited　by　A ．ノhrmigattts　and ！1．　 res 　tn
’
c：tus　stra 玉n　OO2　and

OO4，　 respectively ．　 Total　count 　was 　apprQximately

20000cpm 　per　weil ．

抑制率は そ れ ぞ れ 78．0％，74 ．7％ で あ っ た ．A ，　 res −

tricttas・
　004　RAST に 対す る A ．fumigat” s

’
の RAST 抑

制率は 75．8％で あ り，A ．アθs 醜 c 如5002 ，004は それ ぞ

れ 78． ％，76．O％で あ っ た．

　血清を個別 に 用 い た 場合，∠4．ル畷 g誑 硲 に よ る 抑制

率 の 平 均値 は 78．7％，SD は 11．O％で あ り，　 A ．　restri−

ctus 　002は それぞ れ63．3％，26．7％，また ，　A ．　restn
’
ctus

oo41t59．4％，31．1％ で あ っ た ，　 Fig．5 に 示す よ うに ，

血 清 case 　2
， 3，5，

6，7を用 い た A．　fumigatzas　RAST

抑制 試 験 で は，A ．　restrictus が 固相 抗 原 の A ．　fumi−

gatus に 相 当 す る RAST 抑 制 を 示 し た が，
一．一

方，

血 清 case 　 4で は い ず れ の A ．　 restn
’
ctzas もA ．　fumi一

ga　tus　RAST を有意 に 抑制 し な か っ た．ま た，血 清

case 　 l で et　A ．　 xestn
’
ctzas　002 と 004 の A ．　fttmigattes

RAST 抑制率 が そ れぞ れ 77．8％，48．0％ で あ り，明 ら

か な差異を認 め た ．

考　察

　 RAST の 結果 は，　 A ．　fumigattts　RAST 陽性血 清の

多 くが 、4．restrictus 　RAST 陽性を 示 し，両者 の RAST

の 間 に は 有意 な 相関 が 存在す る こ とを明ら か に した ．

プー
ル 血清を用 い た RAST 抑制試験 は，　 A ．拓ε5厩 c 如∫

が A ．f“migatus 　RAST を，そ し て，　 A ，」
’
umigatbls が

A ．γ召s醒 o嬬 RAST を強 くtp［j制す る こ とを示 した．ま

た ，個 々 の 血 清を用 い た A ．fumigatus　RAST 抑制試

験で は ，半数以上 の 血 清 に A ．restrictus に よ る60％以

上 の RAST 抑制 が 認 め られ れた ．以上 の 結果か ら，　A ．

re∫trictusと A ．ル 規 忽躍 峪 間 に 共通 ア レ ル ゲ ン 性 が 存

在 し て い る こ と，そ し て ， こ の 共通ア レ ル ゲ γ 成分 は

A ．fumigatasの 主 要 ア レ ル ゲ ソ の
一

部 を含 ん で い る

可能性 があ る こ と が明 らか とな っ た．こ の こ と は，A ．

restrictus が A ．　ft｛migatus ア レ ル ギ ー
の 症 状発現に 実

係 に 関与 し て い る 可能性 を予想 させ ，今後，A ．　 res −

trictus’の ア レ ル ゲ ン と し て の 臨床的意 義 が こ う し た

観点 か ら も検 討さ れ る 必 要 がある こ と を意味 し て い

る．

　 こ れ まで の 多 くの 研究
6〕ε｝

−13 〕は 属 の 異 な る真菌間 に

共 通 ア レ ル ゲ ン 性 が 存 在す る こ とを明 ら か に し て い

る．
一

方 ， 同属の 菌種間 に 関する検討 は 十分 で は な く，

AsPergitlus属 に 関して は，著者 らの 知 る限 り，本研究

と Karr ら の 報告
7
似 外に 見 い だ せ な い ．し か し，こ れ

らの 報告は い ずれ も同属 の 真菌抗 原 に 共通 ア レ ル ゲ ソ

成分 が 多 く含 ま れ て い る 可 能性 を 示 唆 し て い る．

　 A ．restrictus と A ．　fumigatusは 共通 ア レ ル ゲ γ 性

を示 した が ，SDS・PAGE の 蛋 白バ ソ ドの パ タ ーン は

ま っ た く異 な っ て い た ．した が っ て， こ れ らの 真菌 の

IgE抗体 と結合す る共通 エ ピ トープ は 分子量 の 異な る

蛋 白上 に 存 在す る もの と 思 わ れ る．Tee ら
1ω は

，
　 West −

ern 　blotting抑制試験を 用 い て A ．fumigatus，　A ．　tenuis，

CladosPorium　herbarum の 共 通 ア レ ル ゲ γ 性 を検 討

し て い る が ， そ の 結果 も ま た 分子量 の 異 な る蛋白上 に

共通 エ ピ ト
ープ が 存 在す る 可 能 性 を 示 唆 し て い る ．

RAST の 固相 に 用 い た ポ リ塩 化 ビ ニ ール マ イ ク ロ プ

レ
ー

トに は蛋白以外 の 物質，例 え ば多糖体 な ども コ ー

N 工工
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坂 本 龍雄 他

テ ィ ン グ される こ とか ら， こ れ らの 物質が共通 ア レ ル

ゲ ソ 成分 に な っ て い る 可能性 も考え ら れ る．しか し，

A ．fumigattcsの 主要 な ア レ ル ゲ ン 活性 は 多糖 体分 画

で は な く蛋 白分画 に 認 め ら れ る
15 ｝16 ）と考 え ら れ て お

り，著者 らも，限 られ た 症例で は ある が，Western

blottingで A ．　fumiga　tusと A ．　 restrictus の ア レ ル ゲ

ソ バ ン ドを検 出 した が，い ずれ の ア レ ル ゲ ン バ ン ドも

多糖体 が分布す る と考え ら れ る separating 　gelの 最上

部 に
一

致す る nitrocellulose 　membrane 上 に は 見 い だ

せ な か っ た （未発表）．

　 A ．restricttcs　OO2と004は 菌体 の 外観，湿重盪 ， 胞子

形成 に 違 い を認め ，抗原 の 蛋白含量，SDS −PAGE の 蛋

白バ ソ ドの 種類 も同
一

で は な か っ た ．そ し て ， RAST

や RAST 抑制試験 で 評価 し た ア レ ル ゲ ン 性 もま た 完

全な
一致が得 られな か っ た ．こ の よ うな菌株間の ア レ

ル ゲ ン 性 の 差 異 ex　Alternaria　 alternatai7
｝，　 A ．

ノbUMigatusi8）

，
　 Candida　albicansig｝，　 C，　herbarum20｝な

ど で も報告さ れ て お り，同
一

の 培養条件 の もとで も，

菌株 に よ っ て 生育 の 程度が 異 な る こ と を 意味 し て い

る．ま た ，抗原作製 の 手技上 の 差異や 培養期間中 の 菌

の 変 異 な ど が 原 因 で お こ る batch ・to ・batch

variationi6
）
も，菌株間 の ア レ ル ゲ ン 性の 差異に避けが

た く含ま れ て くる もの と思わ れ る．真菌抗原 の 作製 に

あ た っ て は，培養条件 と抗原抽出条件を慎重 に 選択す

る必要 が あ る が，それ だ け で は な く適切 な 菌株を用 い

る こ と も重要で ある
21 ）22）．

　稿 を 終 え る に あ た り，本 研 究 の 機会 を 与 え て 御指導 くだ

さい ま した 名 古 屋 大 学 医 学 部小 児科学教室渡邊
一

功教授，

名古屋 大 学医 学部病態研医真菌研究部門田 中健治教授 に 深

謝致 し ま す．
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ALLERGENIC  RELATIONSHIPS  BETWEEN  ASIIERCILLUS  RESTRICTUS

       AND  ASRErRGLLLUS FUAtttG,tlTUS DETERMINED  BY

          RADIOALLERGOSORBENT  TEST  INHIBITION

Tatsuo Sakamote, Komei  Ito, Masanori  Yamada  and  Shimpei Torii

 Dapartment ofRediatrics, IVlagqya University School ofMladicine

                Yoshio  Matsuda

       Public Hbalth Research institute ofKbbe City

   Recently Aspengz'llus restn'ctus, a  species  of  osmophilic  fungi, has been found te be widely  distributed in Qur
inhabited environment.  The  authors  reported  previously that the prevalence of hypersensitivity to this fungal
species  determined by skin  prick test and  radioallergosorbent  test (RAST) was  comparable  with  that to Aspergi'tlus
fotmigntus. In this study,  the allergenic  relationships  between the two  fungi were  examined  by RAST  ancl  RAST
inhibition tests in which  A. restrictus  extracts  prepared  from mycelial  mats  of two  different strains  cultured  in
M40Y  Iiquid medium  and  A. fotmigatus, one  made  from a mycelial  mat  cultured  in YNB  liquid rnediurn  containing

3% sucrose,  were  used,  In the RAST  inhibition tests using  a  serum  pool obtained  from five patients with  highly
positive RAST  to these species,  the two  extracts  ofA.  restn'ctus  inhibited RAST  to A. ftemigntus by over  80%, and  A,
juntigatus extract  inhibited RAST  te the two  strains  of  A, restrictecs  by approximately  75%. In A. fltmigntus RAST
inhibition tests using  individual sera  wlth  positive A. fumigicztus RAST,  a strong  inhibition (>60%) elicited by each

extract  ef A. restn-ctus was  observed  in 5 of 8 sera  tested. In RAST, nine  of 11 serum  samples  with  positive RAST  to
A. jumigatus showed  positive RAST  to both strains  of A. restrictus, There was  a significant  correlation  between the
RAST  values  of  the two  fungal species.  These  results  give evidence  of the presence of shared  allergenic  cemponents

between the two  fungi, and  indicate that these components  may  contain  part of  major  allergens  of  A. jumigatus.


